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挨拶
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皆さん、こんにちは。JaCK Bookを見ていただき、ありがとう
ございます。昨年度からJaCK Bookは冊子ではなく、デジタル版
のみでの配信となりました。
今年度も昨年度に引き続き、新型コロナウイルスの影響のため、

会いたかった人に自由に会えない淋しさ、やりたかったことがで
きない虚しさなど、たくさんの我慢をしなければいけなかった１
年だったと思います。日中韓子ども童話交流でも、夏の交流会や
中高生イベントなど、たくさんのイベントが２年連続で中止にな
り、残念な１年となりました。しかし、2021年２月冬の交流会
は、今だからこそできることは何かを考え、オンラインで小学生
から社会人と年齢の垣根を越えた、新しい形の冬の交流会を実施
することができました。改めて、人との繋がりが深くなり、繋が
ることの大切さを感じた会となりました。現在、少しずつですが、
明るい方へと変化の兆しが見え始めました。世界中が１日も早く
当たり前の日常生活に戻ることを祈るばかりです。
来年、少しでも皆さんが幸せになりますように。そして、新し

い変化に対応し、幸せの輪が更に広がりますように…。この広報
誌が少しでも皆さんの心を繋ぎ、絆を深める場となればと考えて
います。

2021年度 事務局長 平澤龍一
副事務局長 増田珠直

組織理念

｢ともに拓き、ともに描く、日中韓未来物語」

社会を動かす力
社会を動かす力として、相手の目線に立って
考えられる人材を増やします。

活動領域の拡大
中高生イベントや展示会を開催し、世代・コミュニティを
越えて友好の輪を広げています。

日中韓友好の基盤形成
交流会を開催し、互いに歩み寄る姿勢を持った日中韓子ども童話交流会
OB・OGの連携を強めています。

日中韓の友好
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場所：東京会場、大阪会場、仙台会場、
オンライン（zoom）

参加人数：34人
プログラム：アイスブレイク

ディスカッション
活動報告会
講演会
座談会

新型コロナウイルス感染拡大により、夏の交流会や
中高生イベントが中止となった2020年...
冬の交流会は、全国3会場とオンラインで開催する
ことができました！

主催者から河村先生、古屋先生、鈴木理事長、松本
理事が駆けつけて下さり、小学生から社会人まで幅
広い年齢層で30名を超える参加となりました。

2021.02.07 Sun.
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新事業や日中韓3か国合同ででき
ることなどを、グループごとに
話し合い、パワーポイントを作
成して発表しました。

同じ参加年度のお友達との
久々の再会も...！
年齢の垣根を越えた交流を
行うことができました。

6年半の事務局の活動を振り返りました。

テーマ
「１年後に向けて今からできること」
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➀名前
②参加年度・場所
③現在の職業
④参加してから変わったこと、

プラスになったこと
⑤一言

OBOGに今どんなことをしているのかインタビュー🎤
春から社会人になる事務局員３名を含めた15名の
社会人から学生まで様々な人に聞いてきました📝

※五十音順で紹介していきます

①今井 洸志（いまいこうし）
②2004年(岩手)
2014年(仙台)
2015年ジュニアリーダー(新潟)

③SE
④小学生、リーダー、OBOG会を
通して変わったことは、韓国、中
国に興味を持ったこと、プラスに
なったことは多くの人と知り合い
仲良くなれたことです。
⑤まだ参加したことない人は参加
することをお勧めします！

Instagram

CHECK
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➀柏原 悠（かしわばらゆう）
②2004年（岩手）、2013年（愛知）、
2014年（宮城）

③演奏家
④子ども時代から、世代や国籍性別関
係なく色んな方たちと触れ合うことが
でき、とても刺激的な経験でした。演
奏家としても人との触れ合いが大切で
すし、当時の経験が活きていると実感
しています。
⑤この活動がこれから先もずっと続い
ていくことを心から願っています。い
つかぜひコンサートにもいらしてくだ
さい♪

➀金丸 真帆（かなまるまほ）
②2009年(北海道)、2018年(山形)、
2019年(北京)

③テレビの報道記者
④仲良くなった韓国人の女の子から、
夢に向かって努力することを学びまし
た 国が違っても歴史的背景が違って
も、共通点がたくさんあることやお互
いをリスペクトできることを肌で感じ
ました☺︎
⑤国を越えた仲間、都道府県を越えた
仲間との濃い時間を過ごす機会は、大
人になってから振り返るととても貴重
なものでした。どうか出会いを大切
に。ダイバーシティを自然に受け入れ
られる素敵な仲間が、この事業から沢
山増えるといいなと思います！



7

①幸地 生剛（こうち せいご）
②2007年(長野)
2018年ジュニアリーダー(山形)

③俳優
④日中韓子ども童話交流の事業に参加して変
わったことは1番は自信を持てたことです。
日本と中国と韓国、国境を越えた子供たち、
参加したメンバー、スタッフさんとコミュニ
ケーションをとり、たくさんの思い出を作れ
たということは自分の人生の中で忘れられな
いものになり、これからの自分に繋がるもの
となりました。この経験を通して自分に自信
を持って、今もたくさん挑戦しています。
⑤参加したメンバーの皆さんとまたいつの日
かお会いすることができる日を楽しみにして
います。また、現在、俳優としてドラマや
CM等に少しずつ出演させて頂いているので
もし良かったら応援してください。

Instagram

CHECK

①鈴木 心晴（すずき こはる）
②2018年（山形）
③中学3年生
④日本中に、尊敬でき、気の合う友達がたく
さんできたことです。さらに、その後の交流
会でもっと幅広い年齢の方と出会い、こうし
て交流を続けられていることが嬉しいです。
特に、日中韓を通して出会ったみなさんとは、
お互いを尊重し、率直に意見交換ができる関
係でいられることが本当に嬉しいです。
⑤コロナ禍で、みんなとなかなか会えないけ
ど、これからもずっと仲良くしてほしいで
す！新しい仲間も増えたら嬉しいです！ 現在
受験生！がんばります！

右が心晴さんで、
左は2019年度に参加
された妹の花奏さん

です！
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①多賀谷 ともみ（たがやともみ）
②2007年(長野)
2017年(済州)

③技術開発職(中国・韓国にも拠点
あり)
④個性を大事にする人付き合いは、
日中韓が根源です！
⑤つながり、つなげていくことは奇
跡みたいな須要だと思います。そし
て、私たちには成せるだけのポテン
シャルがあると思います。

①髙田 良風（たかだよしかぜ）
ー副事務局長ー

②2009年(北海道)
2018年(山形)
2019年(北京）

③大学4回生（春からIT系）
④中国と韓国を遠い存在に感じな
くなった、ニュースで中韓の話題
を聞いたら親近感が湧くように
なった
⑤日中韓に参加した人みんなを
もっと繋げたいです！！

Instagram

CHECK

①中谷 光太郎（なかたにこうたろう）
②2004年(岩手)
2014年(仙台)
2015年スタッフ(新潟)

③MR（製薬会社の営業職）
④あまり面識のない人とコミニケーショ
ンをとる事に対して臆さなくなった。
⑤一瞬一瞬の時間を大切にしていきま
しょう。
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➀増田 珠直（ますだ じゅな）
ー副事務局長ー

②2010年(奈良)
2018年ジュニアリーダー(山形)

③大学４年生（春から小学校教諭）
④自分自身が変わるきっかけになったと思いま
す。特に、ジュニアリーダーとして小学生と関
わることで、改めて子どもが好きだと実感し、
将来の夢がより明確なものになりました。誰し
もが経験できることではないこの貴重な経験を
生かし、春からは小学校の教壇に立ちます。児
童たちに読書の楽しさと同時に国際交流の素晴
らしさをしっかりと伝えていきたいです。
⑤私は日中韓を通して、世代や国境を越えてた
くさん大切な人ができました。皆さんも日中韓
子ども童話交流を通して、たくさんの幸せの輪
が広がりますように🍀

①西村 卓純(にしむら たかよし)
②2009年(北海道)
2018年ジュニアリーダー(山形)
2019年(北京)

③アパレル バイヤー
④大人になっても刺激し合える友達、
仲間が出来たこと。
⑤徐々にコロナの規制も緩和されてき
たので、参加者の皆さんとまたお会い
したいです！

➀平澤 龍一(ひらさわ りゅういち)
ー事務局長ー

②2009年(熊本)
2018年(山形)

③大学4年生
④多様なモノの見方をすることが出来
るようになったと思います。また、英
語を学んでおけばもっと会話に困らな
かったと思い、英語勉強するようにな
りました。
⑤日中韓で出来た縁を大切に……

Instagram

CHECK

Instagram

CHECK

Instagram

CHECK
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①山井 舜也（やまい しゅんや）
②2005年(静岡)、2015年(新潟)、
2016年(北京)、2018年(山形)

③生命保険アクチュアリー
④中国韓国が大好きになった。国際分
野での活躍を夢見るようになり、今も
夢見ている。
⑤もっともっと、日中韓子ども童話交
流の参加経験者の輪が広がり、新たな
友情が生まれること、またいつの日
か、3カ国が手を取り合うことによっ
て奇跡が起こることを僕は夢見ていま
す！これからもとにかく楽しんで、3
カ国仲良くしていきましょう！

Instagram

CHECK

①森本 佐穂（もりもと さほ）
②2018年(山形)
③中学3年生
④言葉だけが会話の全てではないこ
とを体感できた事/国籍に関わら
ず、輪になって笑い合えるのだと
知った事
⑤いつか再会や出会いがあったら新
しい橋になれるよう、成長していき
たいと思います。

①山下 朝香（やました あさか）
②2009年（北海道）
2019年（北京）

③アパレル
④異文化や外国語に興味を持った学生
時代には海外旅行や留学を経験しまし
た。今は仕事で中国の生産工場と関わ
り、洋服を企画、製造しています。日
中韓の交流会に参加したことで、海外
へ興味を持つようになり今の自分へと
繋がっています。
⑤幼い頃に参加した友達と、時を経て
再会できる機会はなかなかないです。
この活動で出会えた友達とずっと関
わっていたいと思います☺︎

Instagram

CHECK



①山本 将太郎(やまもと しょうたろう)
②2007年(長野)
2017年(済州)
2018年ジュニアリーダー(山形)
2019年(北京)

③イベントに携わる会社に勤務
④人生の中でターニングポイントが誰しも
に訪れると思いますが、参加できたことが
僕にとって確実にプラスの意味でのターニ
ングポイントの一つになりました。この事
業に参加できたことで、小学生ながらに、
いろんなことに挑戦しようと決意できたこ
とが大きかったです。
⑤今でもこの事業に携われていることを本
当に嬉しく思います。とっても素敵な事業
だと思っているので、これからもみんなで
盛り上げていきましょう！
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Instagram

CHECK

日中韓子ども童話交流を通して、日中韓に
関わる仕事をしてる人や、演奏家になった人、
俳優になった人、アナウンサーになった人な

ど、自分の夢を叶えて活躍しています。ここで
の経験は、大きな影響を与えています。皆さん
にとっても日中韓子ども童話交流が大きな影響

を与えてくれていることを願います。



●引っ越したとき

日中韓子ども童話交流のHP内の「参加経験者情報登録フォーム」
にて、新しい住所の登録をお願いします。

URL:【https://www.douwa-kids.com/contact_ob/】

●掲示板のID・パスワードを忘れたとき

下記のメールアドレス宛に、参加年度・お名前をご連絡ください。

E-mail：【bbs@douwa-kids.com】
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末永く多くの皆さんとの友好関係を
築いていくためにも、ぜひとも

ご協力よろしくお願いいたします。
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現在、事務局員を募集しています(^ ^)日中韓子ども
童話交流の架け橋を一緒に作っていきませんか？

春と秋に会議を行います♪

年齢関係なく、
仲良くなれます☆
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Q.事務局員って何？
→日中韓子ども童話交流会に参加したOBOG達が
３か国の友好、連携、そして国境、世代を越えた
交流を深めるための架け橋になる組織

Q.事務局員ってどんなことをするの？
→【主な活動】
・毎年２月頃 冬の交流会開催/企画・運営
・中高生イベントの開催/企画・運営
・広報誌(JaCK Book)の作成/発行
・SNSからの発信

Q.事務局員って何歳からなれるの？
→大学１年生(18歳)からなれます！！！

Q.やってみたいけどどうしたらなれる？
→やってみたい、気になるなどありましたら、
こちらまでご連絡ください。
メール：【jckdouwa3obog@gmail.com】

mailto:jckdouwa3obog@gmail.com】
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Twitter

Instagram



LINE
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前回と同じく2022年の冬の交流会も、新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため東京・大阪・仙台の3会場と

オンラインで開催します！ご参加お待ちしております(^^)

ご不明な点がありましたら下記までお問合せください。
お問合せ先：【jckdouwa3obog@gmail.com】

日時：2022年２月６日(日) 10時～17時
（途中参加・途中退出OK◎）

場所：東京会場（オリンピックセンター）
大阪会場（大阪駅前第一ビル 予定）
仙台会場（PARM-CITY131 予定）
オンライン（zoom）
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参加はこちらから

必要事項
➀氏名
②生年月日
③性別
④参加年度
⑤参加場所
⑥連絡先
⑦配慮事項、質問事項

GoogleフォームのQRコードを読み取ったのち
必要事項をご記入の上、ご連絡ください。
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